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リ 亙海低、
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麓殊蝕 ノ モ 趨ノV ヲ ク 方 JV 四差
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珠川 フ i度差 ト ジ域 問 之川尺其

羅 ヨ 、.／ 住地 ス ク ト 谷 ヲ ノ 内南、 、
意己 ヲ 然 匝 ヲ 故概云 ノ 茂支外端

屠東 ノV 域形 ーー ジ フ 潟住流 ア、
ヨ 方 一 ノ 成 高 プ I可 ユ匡跡 リ ア、
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貞越 7 J凡r:r 沿開ア ト － ー 夫 ノ 関谷
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ノ 野 フ 産 レ坑頂抜 鏡 リ 東 ス、
茂 ノ サ 右買 タ ノ ノ 千 所而茂 JV 

司．
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ーー 金モ ノ坑四 尺 所杉 山 多、
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ヲ
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七住 持z ーー 況残 山 茂二一ノレ業金 ノ

己宗 賞 至 ーー 存 一 住鍍年 モ 盛 山 山、 、
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ノ 大ニ和
主f・ 11. ノ ブ レ 其 ク 鍍 ト 至 ア ヲ 谷佐
図飛

扶 ノV 鍍 JV 山 ナ ノV リ 極金保ヲ

主 E思 ，，．ー、

金闘
況 リ モ 量 銀 ヲ リ 間 ジ メ 山 今

〆’ー、
森 吉 ヲ 本 明 大 鉛合明本モ タ b ←E ノ

長城 描 邦治 ナ 鍍併治山興 y ノ 大
近君1t 寓 屈 四 ノv
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ノ ジ 二附康元大富
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セ 指十 ーー 良 プ 十近常磯谷附
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匂3・、』. 総 リ 改行 鉛而有組 ジ ナ リ ノ

云毘
、 、 、
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肉 間 一 ジ 岩内 解 鍍石成 1、J， 、 ーー 岩一
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、
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ケ反問 ニ疏片 JI' 
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L 
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M~ 1え砺茂一 _7; 等 域ク ノ リ

域下 i同住版
Lー

ノ ノ 構 モ ブ

ノ l垣阿奉 JXE 天造 ノ 噴

山本域曾照 品戸
♂，、

出、 ） 

東 坑漆布 ヲ 主fi 結踊i シ、
7支 ヲ 山村 散 摺 品 紘槻

住合匝 ノ ス谷セ 岩 シ
、

増 、、、 域大 ノレ等ノレ 一 プ、
谷漆及 富 ';'}} 一 輝底 東、
坑山茂下 岩モ 石 ジ 商、
鉛区住 ノ ノ 之及緑 ノ

谷域！高本 分 宗十色 方、
坑 域幅 有i 類 l毛織向、
持－， ノ j宰 多ス石密

ケ漆二村 キ JV ヨ ;q犬亙

世 tll 一lぬ ノ -t ce・ リ 又 リ

沼町値. 冒・胃曹司E園田E昌司晶画抽掴四回目

問。



数 れ鍍ノ プ ト ノ .:r: 鎖 .＞、 J、包坑
、

種鉛床鍍諸稀少ノ 床 皆 茂括天

ノ 亜 ニ床鏑正 ナ ナ ，，、
鹿 住ス戸、 、

鍍鉛栃 d，、 床鵠カ リ
、 其 間 上是卒

床鍍 i同金 ヲ ヲ ラ然数 ノ 卒等坑 l、
， 、床坑銀其失サノV 甚 製 ノ 諸 i由、
珠ニ 蛇錆合スノV ーー タ鎖錬選坑ノ、
羅土腹床有 JV ヲ地多床 場 鍍間山

紀餓坑ユ 金ノ 以表キ － ー 場 ニ坑、 、
ノ

、
屠 山池漆属嫌ア ーー .:r: 於 ニ山中

‘ 

一 ノ ノ 山 ノ ナ 現 近 古 種 ブ 途錨 小

経鍍山坑多 ジ放キ来類 製 リ 索尿

胎床坑増少 ユ銀皆 錬義道坑、 、
.A J、持谷 一占 セ 嬢鉛鈷｝ ニユノ長

ノV 錨 ク 坑懐 サ ア銅山 附準設棟｜、
下鍍壁鉛ア .JV 直 ノ 又 二え 鍍 ア村

ノ床坑谷分モユ富 セ リ 摺

本ユ清坑類奮 鏡鍵 銀 フ ；テ 谷、 ，，句、
坑麗 五 跡 ス採床部鉛 レ 第坑、
ノ .A 郎津 レ鍍 ノ ，、 山 タ 一清

鍍ノV 谷坑 J、跡性蹴 ト ノ レ 版 五

床モ 坑摺天 ノ 質 ーー i-' 後傘郎、
ヲ ノ 中 谷 戸 放 ヲ 採 ア 亜照谷

） 

除 ト 山坑卒況比護稼 鈴其坑、

四 ケ ス屋等坑等較セ行 鍍出土、
J、而坑鍍及 ヲ 望す フ セ 以 鏑 ／ 

他 ジ等床下塞照 レ ア タト ヲ跡

.... プ ノ ，、 ノ 日現 .A タ レ ノ 鹿津

皆是鍍銀本 シ ノV ノレ タ 鍍間坑

片等床鉛坑以 ＝主 ごた ノV 石又 ヲ



石 項 本 花他 接ジ モ 斜 ト 波紋 麻

及及鍍 両 ノ 鯛 ア 南 ーー モ ノ ノ 疋昆且王l 

鎚 後 山 岩大鍍 念 方 一所 モ モ 系

石章 ノ 噴部床斜 － ー 致 々 ノ ノ 司事

=E: 鍍鍍 出 J、 ノ セ 会千 セ － ー
ーザ ト ノ

亦 床 床 一 置コ リ 下 ス 某 属其 片、
其各 ノ、 鍍 闘換 ユ 鎖 .A 会〆 - ＇ジ 一 麻、
積論 其 石 聯 鍍分床 ノレ プ 部銀部岩

ス 脈類二 分 タ ，，、 モ 所肥鉛 肥 及

甚 於布及 ノV 一 レ 成 ノ 謂 大鍍大 石、 、－
タ プ 甚 鑓 接磁 金 困多 落？ ジ 床 色〆 方え

多逃 タ
石

鯛銭銀上 ク
＆， 

ヲ プ 及 ア 岩
ジ フ 庚 襲 鍍 鍍 後或 形 楕 鉛鍍 一、
左 ノV ク 質 床脈節 d，、

成田亜塊 脹

－ ー
カ 且 鏡 J、 及 一 南 ミ〆 筒鉛般胎 ' 

其 如 ヅ 床接 鉛逃方其放 鍍 ヲ Jζ 
、

主 キ 鍍 ノ 胸亜 フ 落 ヲ 床 ナ 鍍

ナ ヲ 床 部鍍鉛 .JV 或 J、 成 一 J主 床

JV 以脹 － ー 床 鍍 カ
，，、 鍍 手ノ ア モ ノ

よE プ 胎 編 － ー 脈如南 床 此 リ ノ 形

ノ 疋日三 ノ 入 麗 ノ ク 西 ノ 肥 ブ ト 放

ヲ 等状 －~ シー裂 － ー 走大 ごを ア ノ、
、

表 鍍 一 フ 是部解或 向部亦 リ 之

示 床数 ノV 等ハ 鍍 ノ、 ーー
、

J、 概金 ヲ

v ヲ F市 J、、 d，、 裂脈南懐鋳 シ 銀大、 国

其 構 ア シ概 ~t 1置東 リ 床 プ 石 別

分成ノV 言 鍍 換 一 7 全脈 英 コぇ

布 Jえ ＝玄 ス 眼鏡向 異間 航脈 v 

ヲ ノV ト レ － ー 脈 ヒ L〆 ノ ナ ノ、 ~・、

、
通 鍍前 山 其 及 蹴 ト 傾 v 脈脈



英白輝磁．以 J、、

帯然石硫上其 位決酸 硫原ン
、

ニ銀角銭ノ他 酸酸化 イと 素

現ノ 、閃鍍鍍ノ 鍍鍍鍍 鍍鏡、

V 干石硫物鏑 ；？？ ：： 、
細ノ桁枇中 物

倣 本 棺錨最！ 石 枇句．
ナ坑石鍍モ緑 絹石 解英 銭水然

ノV ー及賞多鉛雲角石玉鍍鉛銀、、 、
裂番線銅ク笥母閃菱時硫埼．自

鵠：坑簾鍍産方足 石亜褐鉛方然、
面道石及ス重 拓鉛銭安鉛銅

ーー 一 ナ京 J V 石 棺 鍍 錆 錆鍍、、、
附現 リ 銭 J、 ”寸 石白磁 閃

ク 、
着 ）V ト 鋳鑓ノV 総鈴錨 亜

三J 、 .A ニ石プ 簾鎖鍍 鉛、 、
其縞 v’ ユフ 石孔 鍍、 、
形放 プ ア Z弓 総雀 磁

L-

鱗 構 鎚 リ 錨 泥石 銭

紙 造 石ア鏑 石藍 嬢、 、
樹ノ － ー ノ、 異銅 斑

枝鏡 ア閃 極鍍 萄4
紋服 リ 亜 鍍 鎖、 、
叉中 ；テ鉛 后主 ． 葉

四
J、其 .•＂－嬢 ？？ミ 銅、
螺中 石方 銭 鍍、
線央 英鉛 鍍 黄、
妹都 方鍍 4在 錨

ナ ノ 解並 孔 鏡
石

、
リ 石 、－ 雀 統、．
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加 ヲ 番 JV 多 ヒ 部方ア gp ..輝坑 自 蓋

ス多坑山量叉 ヲ 鉛輝 チ水 内然 ジ
、
而量道栃 一 同構鑓水大鉛 － ー 銅 ヨk
三／ ーー ョ i同合鍵成 ト 鉛切鍍 ア ，，、 生

ア 合 ~ 坑メ 床ス 閃鎖坑 J、 リ 各的
司． 、 、

是メ 上 蛇ノV 内雨 E ，、遁未 常坑鍍

等ノレ部腹 ＞、 ーー 鎖鉛結ノ タ － ー
ノ 物

ノ 鍍 ユ坑漆ア 物鍍品開主 孔醤 タ、
鏡石方池山 リ .＞、 ト 形坑要雀坑 戸〆

物 現鉛ノ 坑ア 常 ρ、 ヲ － ー
ノ 石 gp ヤ、 、

，，、 レ鎖山鉛モ ユ本有際鎖桂 チ 疑

前共多坑谷水混錆 ミ／ シ床 まし 鍍 ナ、
記 一 ク持坑準交山寅花内 雀床 ジ

金 之栃 ケ 等 － ー
ジ ニ餓尚 一 石上

銀 ヨ洞壁 ノ 嬢 ブ 産鏡片接等部

鍍 リ 坑等鍍 リ 現 ス ヲ 麻見 ト ーー

脈以ユ ノ 床ア レノV 件岩セ 共於

－ ー
下於鍍 ニ消英主 ヒ 中 フ 出 ブ

於＝ プ 床 シ長混要厚ノ L〆 ジ 採

プ
，、 モ 十 プ ア 交鏡サ裂サ 究取

，，、 閃ニ ソ 閃 リ ノ 物一緯 v 生 セ
、

硫亜番 ト 亜郎妹 ユ升ュ ト 的 フ

鉛鉛坑ス鉛チ、
J、 ジ ノ 之モ 鏡 v 

安鍍道又鍍鍍鏑ア鎖 ヲ栃物今

鑓ノ 以漆 ヲ 床床各脈認洞 ナ 向
、
黄 合上山 多中 ノ 坑 ヲ メ 坑 リ 地

銭有 ユ坑量方異鎖形 タ第 ノ

鍍 量方ユ ユ鉛 JV 床成 リ 一 山一、 、
硫 ヲ鉛，、合錆 － ー

ノ ス而遁 坑

枇増鍍 三 メ ヲ徒大 ジ洞 奮

四
回
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五
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掘 ノV v ノV 寅へ 餓セ鉛 i由黄塊、
ス栃叉 カ 銅ア 鍍 ラ嬢ノ 室長l航

洞増加鍍前 .＞、 レ ヲ 山鍍 ノ

坑谷 ク J、通本ス随 坑並鍍
、、
蛇坑砺諸諸 鍍 件及ニ 床

腹及洞鍍鍍 山 ジ蛇輝 タ

坑漆坑床物諸、 其 腹石ノV

池山 － ー
ノ － ー 鏡 他坑拓銀

ノ 抗； J、 上随床 ノ ノ 棺鉛

山 ノ 主部件 中 鏡 鏡 石 鍍、
坑上要 rm .A 多 床床紘床、
等部鏡 チ 其 少 － ー － ー 簾又

ユ坑床現黄之 モ 現石 ，、

J、道 ノ 時錨 一 多 レ等鉛、
~ - 外奮錆合 少主 ヲ亜

向モ 槍坑，、 有 現 ーー 件鉛
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部採 ーー 於坑 タ 鍍 － ー 此

ーー 取於ア 一 時 脈雑 外

於セ プ 多最 一 一 リ 一



山

坑

及

栃

洞

坑

ノ

鏡

床

之

ト

ア
リ

方

鉛

鏡

、

磁

硫

銭

鍍

ト

密

ユ

雑

y
或

ー

－ 
・
究
ク
、
而

ーー

シ

硫

鉛

安

鍍

ト

稀

ス

ヲ

有

ス

轍

密

質

ノ

石

英

中

二

於

－

ア

分

析

ニ

懐

ノ、

ヲ

明

（
百
舟
中
）
、
而

－Y

金

麗

光

ナ

フ

J屯

JV 

四
ノ、‘

J、

時
－
一

其
等
ノ
中
－
一

ア

是

等

ユ

於

－

プ

硫

枇

銭

鍵

山

盗

品

統

ユ

散

在
閃
亜
鉛
鏡
、

~ 

ジ

下

ノ

本

坑

ノ

鋳

脈

ヲ

構

成

y

毛
放
ノ
鋳
物
－
一

ジ

ブ

主

リ
、
本
鏡
物

ρ

セ

鉛
ノ
硫
化
物
－
一

本

所

分

析

係

ノ

斗ノ

レ

モ

大

約

硫

鉛

安

鏡

G
E
E
S一件。）

ζε 

金

銀

量

ーー

ト

.；・、

。。
0 

"' ’一一『ー

金

之

ヲ

本
鋳
物
－
一

銀。
＝＝ 
，、’一

仰

ク

鎗

J1JI 
Q 

A 

安

酸

化

鍍

物

中

石

英

及

玉

髄

ρ

鎚

石

ト

ジ

ジ

石

英

帯

中

ユ

合

.A 

ノレ

’守

-i.〆

？氏

色

ア

石

英

ノ

品

洞

中

－

一

品

族

ヲ

成

ス

モ

顕

微

鏡

下

シ

ア

之

－
一
合
有
ス

近

キ

鍍

物

ナ

ノ

J毛

ト
質

母

尼
主五

さ／

－
ア
庚
ク
各
鍵
床

銅

検

ジ
之

ニ

合

有

セ

v 

左

ノ

成

分

ヲ

合

Y

安

一

質

母

尼

ノ

量

過

小

a，、
フ

ン
、
下
ノ

本

坑

鏡

石

ノ

合

0 
五

車比

素

有飛

、
0 ，、

ーー

分

布

ジ
、
下
ノ
本
、
天
戸

フ

JV 

メ

リ策一
喝・局、
r
－a

、，

－－－
E
F

－－JE
 



及鮭見顕酸 プ 鍍天裁解形 及 髄

石酸 ノV 叉 鏡往床 戸酸 － ー 成 玉 ヨ 雨

方疋鏡モ 物 々 ノ 卒鏡懐 三／ 髄 リ 坑

岩物 ノ 上 脈縮坑物 リ 拓． ヲ 成 ノ

＝ド ーー 郎部閃放逸 ノ 中 プ 楠生 リ 括主、
ー－・ 属 チ ーー 亜 ヲ 部鍵最生石 る／ 栃 質

脹 .A 是現鉛呈又床モ ス 輝 碧洞 部

胎 ノV ナノV 鏡ス ＿，.、 多 ；v 石 玉 坑 中、 、 、
シ 賢官 リ 栃方 レ脈 ＿，.、 ク =i= 緑 質東 車~l

之石 洞鉛 ト 扶現現、 ノ 簾 ト 平 品
ーー 角 坑鍍 =i= ノ v ノV 多石 成 ノ 質、
鍍閃 辿及肥鍍 サ 、 ミノ ヲ ー ノv 一
石石 ノ 葉大床ノV 方、 件 ノV 十 部

ヲ 柘 山鋼部 － ー
ごを f拝 ヒ =i= 七 J、

、
随 棺 坑鏡 一 ノ、其石 褐 ノ 番 石、
件石 m ヨ 於鍍他 ，，、 銭 ア 甲 英

ス及 五 リ プ 石 ノ 金 鍍 リ 採 ナ、 、
其緑 郎盤 ，、 ト 鍍銀 J、 磁 鋳 ν 

中 簾 谷化杢同床石 各銭 一 ト

輝 石 坑 セ 地時 － ー
ー央忌.. 坑 鎖 モ ごε

石
，、 ノ JV ノ ーー ＿，.、 脈 ノ ，，、 置 経t

最 常 露 ごE 中日壬合 一 露 土換 密
よ毛 一一 頭 ノ ーー 胎 マ麗 頭 録作 ナ

多相 及 一 散 セ レ Jζ 一 山 用 ノV

伺・t
ク 伴 上 ジ 在 ノレ サ ノV 現 一 一 部

現 ヒ 部 プ .A =i= ノレ 下 レ 磁 ヨ 局、
、

Lイ 7 ノ 鍵其 ノ ナ ノ 杢 銀 リ ノ、

其片 坑床他 多 シ本 地 鋪 ブ 主、
形麻 道 ノ ノ ク 殊坑 ノ 床石 一

｜繊 岩 ーー 露炭 ミ／ 一 及 発・ ヲ 英 玉
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，，、 ヲ ，、 及多ス麓 ，；・‘

主 見 杢 下 ク ノレ イと放

ーー タ 地 ノ 現 ＝玄 セ 射
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錫金銭 ヲ ヲ 柿： レ薩
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g 1L I司
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成 ジ 鍍 ヲ 熔 リ 板 年 年 基｝三

液以岩 岩セ ブ プ
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ノV 受経方査編厚メ 本

J主 ケ 地面 I岳山居砂岩 ーー ノ、 ロ ノt
L-

ーー プ 耳鴎 一 域附 司，， 岩 層、
浮友花砂

化暗山積 ノ 近 ナ キ占 J、

セ紫及厚中 － ー シ板従
石石 尚 岩

色 事層央見且岩来イ
屠 岩及

、 キ占
地 ノ 務 ヲ 部 ノV ツ ノ 中

屠 硬 所 ナュヵ其互生
板

ノ 質 セ能如質屠屠秒 岩

屠岩 至 ノV ク ク竪 ヲ b 岩 屠

！句 － ー
ノレ モ 事変突硬 ’｝ 認及

務部 ノ 建 起ナ成メ

調 ジ分 ヲ v v フ粘
、

~ JV 板査叉 ... 目 粘 プ ヲ

臨時花撃板山以 v 、岩
域 ト 尚 ス岩峯 プ ト モ暦、
ノ シ岩本山 ヲ 自E モ ノ

南 プ 噴岩南 ナ ク砂 一
竿総出層部 ス即i岩 シ’

一 色 ノ ノ 自H 士2 恭リ ノ j" 

於若鋳西 チ ト 作費調

プ ク メ 山事 ア用達査

J、ノ、 ーー 附務 リ ユ頗匝、
北茨接近所ー描 ノv 域

徴色嫡 ヨ 近 般へ頴ノ ． 
東 ノ 建 リ 傍 ニ立著大

ー寸
乃ホ 質立 ヨ 砂締 ュ部

主 JV 作 柿 リ 岩撤 ジ分

~t ン周縁鎌 ρ 及 7 ヲ
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恰ノ、 片 進質 砂 ノv 細其叉向 両 '} 東

ごE 多 ヲ ーー 竪 岩 鍵 小裂西傾岩 プ ーー

花量合少敏 ，、 脈 ナ 際 山都噴 a，、 ジ

両 ノ 有 ナ ーー 蹴 一 ;v J、及匝出 東 ブ

岩 黒 Jζ ク v ネ ジ 鍍麗函 々 ノ 北常

ノ 雲ノV 時 プ 鼠 プ 脈石谷 ー・ 潟東規

石母 τ::r ト 石 色 金 ヲ F孟’1とI• ノ シ メ 乃 ノ

英 ヲ ト ジ 英 ーー ク J~ ヲ 地 プ 地至 方

ーー 合 ア プ 及 ジ 別 成以方加居西 向

於 主 リ ，、 長 ア 干噴 fi プ － ー プ ノ 北 ヲ
、

ケ 暗花元石 其 ーー ノV 充見ノV 襲西有

ノV 掲 I珂 山 ノ 風麗 ＝， タ ノV ーー 動 ーー シ

カ 色岩本破 ft ス ト サ カ 断 セ 走西

如若 ノ 鑓片 セ ノV ア レ如屠ノV リ 方
ク ク 銭技 ヨ ノV ごε リ fl寺 ク 多 ーー 傾 若、
成 a，、 メ 谷 リ -G ノ 然 ト 略 ク 因 斜 ク

分掲 ーー 等成 ノ ト v シ北地 ノV モ ，、

ノ 紫接 一 リ ＿，・、 fi ト 7 西質 毛 亦東

間 色胸見 長 麗 毛 黄 ーー 構 ノ 一方

l県 ヲ 麓 ノV 石 黄 本織走造 ナ 定 一
ヲ 呈質 jJ ，，、 掲 山 鍵 リ 頗 フ セ 念

作如石
、

充 ス 色 ノ 枇在ノV ン ース 斜、 、 、
填 然 用 ク 英 ヲ 鍍硫立錯此是 コt

三／ レ’ ヲ 多 ーー 帯 床餓 セ 雑 ノ v v 

他 ト 受少比 フ J ・鎖ノV セ -t<u 蓋 ト、
形 モ ケ キ占 J屯 一 之等節 リ ク ジ モ、
ヲ 黒 タ 板 レ 般 ヲ ヲ 理本地北北

ナ 雲ノV 岩 ＿，、
ーー 横合 ヲ 岩層 宇 年

J高 一母 司三 ノ 某 細 断有有屠 ノ ，，、 一
q; .＞、 ノ 破量 粒 セ シ ジ J、 層花 ア
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地ク ノ 北生出花 ノ 其暗ー有 ノ

方南 事方 さJ セ 尚 鎖微掲定 三ノ 、

ニ方務 － ー 暗 リ 岩 脈品色 ノ 暗ー 、、－． 
、

出 ーー 所山褐周 ノ、 ユ成 ヲ 方 政 ーー

現敷 附花色園 白 接生帯向 色 ジ

ス街近崩叉ノ 銀ロ ーセ ・ン ヒ ユ不 プ

ノV セ ーー 岩 J、 岩 i畢 ノV 又顕排透未

石 ノV 及ノ暗石ノ 部磁徴列明 タ

英モへ露紫川上花舟餓鏡セノ 自

斑ノ リ顕色之流儲 －＇・、 鏡下 '} 物形、 、
岩 、 ヌ目E ヲ ノ カ ヨ岩脱 ヲ 一 本質的
〆’町、
外如 ーー 距竪：時 リ 色有検針内結

蹴ク 由 ノv t致メ 西 る〆 ジ ：ス ノ ーー 品

花本 プ :;7 ナ 山 ブ 此ノV 麗多 ヲ

尚山之 ト ノV 接 坑 白等 － ー 質量認
ー「

岩ノ ヲ 大 ホ絢 ノ 色 ハ殆作 ノ メ

ニ南観 ナ ノV 麓束 叉時 ト 用石ス、
酷方 v フ ン質方 －＇、 － ー 茨． ヲ 英 粘

似約 J、 サ フ 作 ーー 1J( 流質受 及板
ニL

セ二花 レノV 用亙 総 版物 ウ－ 炭岩

リ 十 両 ト ス ヲ リ 色 ヲ ナ タ 質 ノ、
、、ー〆 」．
ト 徐岩モ ーー 受略 ーー 示ク ノν 物黒

恐町川南麓 ケ 楕 麓ス 多 ごE ヲ 色

ラ黒地方ス プ 国 セ ::r 量 ノ 雑 ーー、
ク仁下 ニ其多形 ノV ト ノ ，、 ，、、 ジ

岡田 ーー 獲量 ヲ 三E ア 黒堅後 プ r

一銭於雅質 ノ ナ ノ リ 雲級者片、
岩山 ブ 児 I& 雲 るノ ア粘母 ーー J、放

，，司、
疑錫備 ク域母 プ ιリ 板片 シ蹴理

ェ磐庚瀧 ヲ 露 岩及ア 布、 ヲ
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混段輝他部見 ） 膏 友 限本 山 石麗

有地石岩分ノV、 山石 フ 岩上 ヨ .A 

シ ヲ 石並 ノ J、 地 .＞、 JV ノ、 － ー
リ JV ，、

;!t ナ 鍍砕放百 ノ 岩 、 薩於 成 モ

雑 セ 餓屑色米渓屋 －＞、 南 プ リ ノ

有 JV ノ ヲ 乃ニ 間川ハ 蓋宇採 百リ ナ

物 部散包至達窪又 ジ 島集 成 フ

ノ分布有暗セ地鎌 雨 － ー
セ 分 ン

少ハセス友 JV ヲ塚茨
、

者露 JV ト 才主、
ナ 一 JV 之色所奔 ノ ノ 出 =E 三J 両

キ 見純 ヲ ヲ ア 流河石 間 三主 ノ -r 若u玉, 

部火然騒呈 リ 埋流、 ーー 1V 磁 J、

タト 山 タ イ競 シ本渡 ーー 密喰 ，，、 銭 白
－＞、 友ノV 鏡岩岩 ジ i告 接一二 鏡色

白 ーー 攻下質 ノ タ ヒ ノ ノ 二燐 中

色訪璃 ーー 前下ノV 其 開花粒疏粒’

ヲ 椀質検堅部 ニε 他 係 両 ノ 石質

タ安 三毛 ク gp ノ 西 ア 岩 褐 風 一
シ〆 ノV 山ノV 粗 チ － ー 谷 /V 塊簾信 シ

俗 よE 岩 － ー
霧河 ミノ ノ ーー ーー 石 子 プ

ーー ノ ナ挟 － ー
底 ア 窪 由 ジ ／・、、

鏡黒〉

ジ若本 I也
ー

3信Z石・' 自をユ 元首 JV プ p.J 等フ 、 ロ

洲ス ジ然質 プ ク t出 ーー ニE 錫付 ヲ 母、、，， 、
ト 7 レ石流 J、 方露 ノ 錆 ヲ 合石

ニ丸

稀多 ト 基；民渓 ーー 出 ナ 床合 、、‘ ヨ-rと． 、
Jえ 量 -'(: 中 理底 プ ジ ノV ノ 有 又 及、
而 ノ 山 一 ヲ ーー 其縮 J、、 其 セ 西 正
ミノ 浮麓斜示露厚 プ ジ 附 リ 山 斜

7 石 ーー 長 三ノ ノV ヲT 司司 逗 坑南

此 ヲ 階石屡 、 ヲ 生 ーー ノ 長、



大 .＞、 禍セ レ ナ 本 泥萩 リ 亦 プ !k 
ナ 多色 サ ト 屠 土石 プ 域剣 山、
ノレ 少 ノ ノV モ 現 ノ、 ’a及 ノ、 上外 然 放

モ ノ 浮 所有今友 熔彼部 ナ タ 類

持時石 ナ 工E 山石 岩阿 ，、 /V ノV 似

指 期質 ジ平地 ノ ー ノ 蘇火谷境 ノ一、
大 ヲ 砂葉坦 ノ 噴 相火山 山 界 都

ヲ隔屠厚 ナ 急洗 混山灰本 ナ 牙

超アニサノV 峻後浮 β ... 、 ノ ノ 村ク ‘ 「

ナ更石
、

エL 、 僚 ノ、 地 ミ／ 同堆 前挟

ノV 二 ヲ ニ 域 ノV ユ唐 プ 国績近者 璃

=t: 三央三若部火 噴 ーー セ キ .＞、 質

ノ 固有尺 ク 発－ 山 流庚ノV 所後安

ナ ーー 二λ ヨ .＞、 ーー ヨ セ ク モ 一 者 山

｜べ噴ノV ヲ山 ア ク ノV 分 ノ 於 ノ 岩

普 出ヲ七地 リ 噴 モ 布 ナ ブ 重． ト

通堆常 入 ノ プ 出 ノ セ ノV d，、 嫡 ，、

i豆績 ＋ 尺緩 J、 ジ ナ JV ::1 雨 シ 調

大セ ス ーー 斜飯庚 ラ 泥 ト 者 タ 査
、

－ ー シ 是達面 ーー グ ン熔 ヲ ノ JV 匝

ジ ;(: ーー ジ 一一 削本 岩如 問者域

｜屡
ノ 由 中於剥地 〆’‘、 レ 明 ノ 内京
ナ ブ ー プ セ 方

． 5.. 9 ーー 如 ーー、
浮 JV 之ニ .＞、 フ ヲ ピ惟境 ヨp ア

石 ヲ ヲ 一 殆 v 被 ~ フ 界観 リ一・ 、、，〆

砂生!I 観寸 之覆 ノ ーー ノ ア / 

屠ノV L〆 ノ 之 ヲ セ 類本存 リ ノ、
、

J、 黒－ ー 浮 ヲ 認 JV ーー 地 Jえ ト 漸

推石本色 目 メ モ ジ方ノV 雄移

移 ，、層及撃サ ノ 7 ノ ア モ ジ

一一ニ
O



一一戸一

ト ーー 並本 － ー 劣 プ 本

ア 殆走鑓露 ト 異 山、
リ ト ジ ニ頭 ナ j£ ノ、
岩直七四 ノ ノV 鍍鍍

屋立十郎認 ノ 脈 床五
坑 シ 度鎚 メ 観 － ー

d，、

方若内及 フ ア 属砂

面ク 外西 ノV リ ス岩鍍、 、
ーー J、 ノ 山 、 鎖ー及床

於南角坑 モ脈般粘線

ブ 谷度 ノ ノノユ板

本 ヲ 方自 山数 粘岩 読

枝 鎚以賀紋頗板屠

谷 ーー ブ 鎚無ノV 岩 ノ

ヨ 見北等鎚多 中裂、
リ ノV 方 南 シ ーー 緯

立 ヲ3 一 v 谷 ト ア 中

神如傾 ブ 本雄 リ 一’ 

議ク 斜西鎚 モ プ 鎖、
一一 ー－ ＿；主 北肥 目 ，，、 石

至部ノV 西後下鎚 ノ

JV 升 ヲ ヨ 鎚採立充、
-.守 南普 リ 園掘貧L填

プ 方通東牙 セ v 三J

鏡 ト 南鎚 フ プ タ、
脹念ス 東薄 v 鍍 ノV

ノ 斜 Lノ ノ 見或石 モ

露ス ト 方鎚
＿，、

よE ノ、
頭ノV モ 向元地亦 ーー、
ヲ ヨ 時 ーー 山表貧 ジ

ーー 難 セ 本 A 

過 ナ フ 屠ノV

キ ノV
L’ ノ、 ＝＝ 

A ヲ 各其 ト

以所分 ア

ブ ーー 布 リ

地 分匝

質離域

圃 ミ／ 頗

上 プ JV 

ーー 出康
，，、 現 号／

車 A ト、
－ ー ！糧難

本 プ モ． 
暦其比

ノ 分較

和布的

康 I高 薄

ク 域屠

存 ヲ ナ

在精ノV

セ 細 ヲ

JV ーー 以

部 書j プ

牙 コζ 多

ヲ JV ク

万三 ::r ノ、

セ ト 制

ノV 困剥



ヲ 、 少穆岩岩 ナ

以如 シ Jζ 屋屋 JV 
、

ブ 、ン ク 本疏坑 =(: 

、
充 断南断水 － ー

ノ

填 層方 屠道 ，，、 ，、

司z ，、 J、 鏡 恐

フ 殆其地沿脈 フ

L〆 ト 端表 ヒ 殆 ク

稀直 ヲ ーー 略 ト 断

ーー 立起 =(: 東直 層

石 ジ ジ 所北 角 隙

英中高地 主r 東 ーー 〆’‘、
’~ 

ヲ 二 珊 ーー ーー 交 ロ
円ー

合尺 山 露走 JV ~ 
c 

、、・． 乃部 出 レ ー一 、、句『_, 

殆 至落 .A JV 二二 ナ、
ト 四 ノ 之モ ノ JV 

金 尺中 ヲ ノ 断I ，、、
、

麗其央追 ナ 屠 るノ

鍍間 ヲ 跡 リ ア、
物際通 .A 之 リ

、
ノ J、 ジ JV ヲ 就

存粘東 ーー ｛院

在 土谷岩 リ 最

ヲ 及 ーー 谷 ーー 大

主H主；~・.. 母蓮 疏 第 ナ

メ 岩 Jξ 水一 JV 

二人 ノ JV 坑断 ごを
、
次砕 よE 口 屠 ノ

屑 ノ ノ ト .＞、

’恰 ナ 鍍鏡・へ

=(: 司z 脈脈 ヨF

角ノV ノ ノ、 所

盤部 南蹴 ナ

岩分盤 /f・ リ

放 ヲ ，、 品目 ト

ヲ 目 概小 三毛

呈撃 ネ ー

Jミ ズ剣、
ジ

ノV 其然 プ

＝’ 他 三／ 中高

ト 紋且一

ア 無 ヅ す

リ鎚盤乃、
之 面至

ヲ 於平五

以 ケ ？骨寸

プ JV － ー
ヲ

観 :JJ シ 普

レ虫.II ブ 通
.＞、 ク 時 ト

鍵母 ーー ミノ

石岩鏡稀

ヲ ノ、‘ 肌 一

充毘 ，，、B －ー・
ぴ〕

填砕 ー円穴一前 一一一

セ セ
。コ

尺F，、

JV ラ
己口l. 

、、，〆

裂 ν 欣違

；庫 プ ヲ J毛
、

本 迫

鑓跡

.:. ス

多ノV

ク ::r 

其 ト

分 ヲ

枝得、
貼鋳

近脈

傍 .＞、

ノ、 屡

一支

般脈

ーー ヲ

鍍 派

石出

豊 _A. 

、
宮就

ーー 中

三／ 紋

プ 無

採 鎚、
撫南

上 谷

大本

ーー 鎚

注及

意元

J屯 山

一一ー一ーー
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東
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断

層

ト

稀

J毛、

ー

－ 於

ケ

断

ク

、長

槙

キ

東

端

引

立

フ

ノ

ナ

ン
、
此
他
肥

西

港

ヲ

、ン
ノ

中

央

及

元

山

本

鎚

ノ

ー

－ 並

走

ス

ア

殆

ト

第

二

断

層

断

層

ア

ス
、
疏
水
道

西

端

ノ

ーー

タ 以

上

諸

断

層

JV 

モ

ノ

リ
、
之

ノ

西

側

小

断

層

ヲ

，、

三

尺

乃

至

七

入

尺

ーー

るノ

ヲ

第

三

断

層

ト

稀

於
ア

閥
抗
庁
鎚

＞、
目

撃

セ

JV 

ノ

鍍

脈

成

生

後

起

リ

ア

鍍

脈

ρ

之

ヒ

沿

ーー

ノ

水

平

喰

遠
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ミノ リ ヲ 成 脈 要 故 J屯 本整 方之 7 生、
プ 錫充 v 石ス － ー

v 山位 － ー
ヲ プ Jえ

、．，〆 、
存鍍填 ノV J、 断 竪 ト ーー セ と以 d，、 某

在 ノ、 ジ ＝宝 主屠 入 モ ア JV 動 プ 其 喰

Jζ 他 プ ト こユ J、 ノ 幸 リ ヲ セ 観東議

ノV ノ 出 ア 石今 多 ーー ブ 圭JZ シ ν 仰l ヒ

ゴ 硫現 リ 英日 ク 両首 ..＞、 J.,, コ ，，、 北 ノ
、

ト イと ス 石 ョ極 J、 記母 ト 第方紙

ア 鍍 レ英 リ メ 之諸岩 明 一 一 態

リ 物 ト ..＞、 成ア 一 断極 ナ 及麹 ヲ
、

叉 ト 4:: 鍍 リ 必 沿屠メ リ 第位検、
屡共 一脈 粘要 ヒ ア ア 其二 ミノ Jえ

、

鏡 ーー モ ノ 土ノ ブ 9 竪 他断 第 戸〆

脈脈永南 及モ 掘 プ 硬 第 屠二 ，ユ

ノ 石績盤 母ノ 撃其 ーー 一 間 断 第一

殆 中 セ － ー ，~ －一 セ 裂 v 断 ノ 唐 二

ト 一 .A 帯 ノ属 フ 際 プ 居地 － ー 間

全 或 多般 砕ス L〆 J、 之 一 塊沿

屑
，戸、

部 J、 ク ヲ 但軟 ヲ 泊 ，，、 ヲ ？｝ミ

ヲ 」砂、 ナ ヲ ジ弱掘 ヲ 一 プ セ

充塊破 ジ 雑 崩 ナ 進 プ 時 ノ、 ノV '

填 ヲ 砕時 J、、 潰 JV Jえ モ ーー 其 カ

ジ ナ ジ ト 叉 .A 物ノV 西二 西如

プ ジ プ ジ 屡 JV 質 － ー 側尺側 ク

雨或粘 プ キ占 ヲ ヨ 頗 ノ 乃 北 第

盤 ノ、 士 ノ、 土 以 リ JV  多至 方一

ユ’細 ト 鎮 ノ 7 成 因 少七 ‘F『 断

薄 f廉 混脈
、、司． 支 v 難 北入 襲屠

キ ヲ 在会 ヨ 柱 JV ヲ 方尺位 一．． 

キ占 ナ セ 部 り ヲ カ Fま 北 .A 沿
、

一一一一剖



多鍍ス 中 、喝、 シ石 ヲ ジ襲岩近其土、 、
少石 鍍 白 而片頴無質屋家鑓若

趣 J、 若雲 シ ヲ f競数 ジ坑極幅 ク

キ 錫 ク 母 プ 合鏡 ノ オく － ー メ 一 J、

ヲ 石 ノ、 及裂有下裂成於ア 二石

異ス＝、 志置~· 
下線｛廉ス 一 f廉岩 プ 稀 寸英、
鍍泥 中 其 検 縦 特 .＞、 ナ ヨ ヲ

ト 石 ーー 盤 二λ 横徴鍍 リ リ 有

疋u王s 」， 稀 ノ、 J、質 JV 一 ノ 日展 五ス

屋 ーー エ九 屡錫 J主 一 走砕 ノ 寸 ノV

鍍 ジ ノV f手鍍ノV 多 9 屑南 内 ::t 

一 プ εE 岩及 ヤ グ 硫的盤 外 ト

ア 之 ノ 中硫長 ~，、 化構 ヲ ーー ア

リ － ー
J、 － ー 化石失鎮造成 逮 9 、

ブ 随 硫 モ 鍍先成物 ヲ セ 三／ 是

イ宇 イと存物 ツ ノ 之失 JV 壬目色 L〆

葉、ス 鎖在 ノ 分石 ヲ ヒ 砂 時郎

銭 JV ノ セ 外解英充淡岩 d，、 チ

鍍鍍 奇岨 リ 白 シ ヨ タ 線 ノ、 屡本、
最物 傑現雲次 り シ色ー 之山

-'(; J、 ヲ 今 f手 － ー 成錫 ヲ 尺 ーー 一、
普 岩 有本線石 リ 石帯乃 逢於

通屋 三毛 山泥英屡 ヲ ヒ 至 著 ケ
、

ーー 西 JV 石 エ本合 タ 四 セ ノV

ジ 山 母於稀及来有ノレ尺 リ 富
五

プ 雨 Z邑且玉, プ ーー フ ノ ...A 経 ノ ト 鍍、
其坑 一 採 盤モ 石此質 間 云帯

他 － ー 外鍍石 ノ 英鮭岩著 J、、 ーー

白 於 ナ セ ヲ 、 及質 － ー
三／ ト ジ

母三官守 プ フ ノV 合虫n長岩イとク モ プ



今面 粒種錫 ヨF 現錫 ン メ ＝宝 ジ 、

諸 － ー 徴 ，、 鍵絶 出鏡グ ;7. ト 又 主晶、 総
、 、

外卒 小品 ，＞、 ヱL 白、ュ，，， ，＞、 ;7. 明 ア 多西泥

闘 行 ナ 粒塊 プ タ 数 プ 治 ν 少 山石

－ ー
セ リ 梢状之 レ年 ン 四 ト ノ 坑 ア

、 L. 

於 JV 何大 ヲ ヲ ト 前 ヲ 十 ごE 方 ーー ') 
、

ケ 野 レ 一 ナ 見 モ マ認 一葦鉛 ア 又

JV 開 モ 濃 シ J屯 近 プ メ 年 シ 鍍 リ 稀
、

錫精 錐褐之又来産 タ t背後 ヲ プ ーー

鏡著 柱色 ヲ 歩産 出 v 水生件 J、 黄

床 ジ ノ ノ 頴留 出 セ ト 技 ノ フ 黄銅、
ノ ク 来不徴 リ ;7. JV モ 自前 ごE 時 銭鍍、

現稀 形純鏡 モ ノV モ 其 ノ ノ ト 鎮閃

出 － ー － ー 物下前 モ ノ 存 ま禾 ナ ジ ノ 亜

朕 ，＞、 三／ ヲ － ー 者 ノ ，＞、 在 集 リ ブ 外鉛司．

態隻 プ 合検 多 ノ セ
ー寸

鍍ーー d，、
タ

ノ、 ーー
司．

ヲ 日日目 一有 J主 比蹴 ク紙 JV ン 鍍多 輝

見 ヲ 般 ジ ノV ;7. ネ ..＞、 明 鏡 グ脈量安
、

JV ナ 一 方え ーー レ友黒 ナ 石 ;7. 

一 セ 短色無 ..＞、 色色 フ 一 ブ g;磁母

多ノV 柱 ノ 数稿 ヲ ヲ 二九 ノ、 ン 隙硫尼
L. 

ク ごE 成穂 ノ 劣呈帯 芳、鍍 ーー 錨鎖、
J、 ノ ノ J、 結 L〆 ジ ヒ 析 ，＞、 白 鍍硫

花 ヲ 品 淡晶 肉屡 ノ未雲及枇

同認 癖緑褒 ト 日民 品

岩 ム ヲ 色合云 的族 果其；ノ亜鏡
、

石 有 ヲ 手／ フ 結 ヲ 少存存鉛及
、

英 三毛 帯黒 一 晶 ナ 量在在 鍵盤
、

珪E 又 ヒ 色般 ノ ジ ノヲスヲ石

岩 柱品 女日
「 l

ノ 、F也－ プ タ認ノV 混ヲ
、
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リ ナ J屯 十 此

道幅 .＞、 寸 位 ジ ブ JV JV 尺附



ノV 一 ブ / 一 t 十 リ ト － ー 肥五 フ 以一 、
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尺 鍍 ト 脈段 ヲ ノV 近北 ヨ リ 採 ，，、 園

乃 石 ナ ヲ 及示 ::r ク 西 リ 第鏡雨分

至 ト ク検 中 セ ト 叉 ノ 成 一 ジ鎚鎚一
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応 － ー フ 見 ク ー一 胎 1宵 ブ
、

月台 富 .A ノV 東疎 鍍 J屯 肥充、 、
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J、 入 J、
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